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§１．研究成果の概要 

本研究は、放熱と発電を両立する放熱型熱電発電素子の実証を目指している。具体的には、ク

ーロン効果によって巨大蒸発潜熱を示すイオン液体を新規除熱媒体として活用するとともに、ナノ

カーボン表面での電荷流を電圧変換する新規熱デバイスの構築を目的とする。 

 今年度は、イオン液体の気液相転移における相図の作成に向け、Hertz-Knudsen-Langmuir 式

における蒸発係数の定量化を行った。蒸発熱物性が既知の分子を用い、減圧下、熱重量測定を

行うことで、高真空から低真空までの広い圧力範囲にて蒸発係数を求めた。測定分子として、非極

性のものと極性のあるもの、極性分子については水素結合の有るものと無いものを用い、また分子

形状が鎖状あるいは環状のものでも比較を行った。その結果、測定圧力領域にて、蒸発係数の分

子依存性はほぼ見られないことが明らかとなった。 

 つづいて、同定した蒸発係数を用い、イオン液体の真空下熱重量測定データからイオン液体の

気液相転移における相図作成を行った。アニオン構造をビス（トリフルオロメタンスルホニル）イミド

に固定し、イミダゾリウムカチオンのアルキル鎖長を変えた場合、ならびにカチオン構造をイミダゾリ

ウムに固定したうえで、アニオン構造を変えた複数のイオン液体を対象とした。大気圧下で難揮発

性とされるイオン液体であっても、減圧下では沸点を持ちうる、すなわちヒートパイプにおいて沸騰

を伴った動作ができる可能性を示すと同時に、粘度や表面張力、密度等の先行研究データから、

300℃程度でヒートパイプとしてのメリット数が極大を取りうることを明らかとした。 
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